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吹
く
風
も
ゆ
る
ぐ
木
草
も
流

る
る
水
の
音
ま
で
も
、
こ
の
山

に
は
妙
法
の
五
字
を
唱
え
ず
と

云
う
こ
と
な
し
、
日
蓮
が
弟
子

檀
那
等
は
、
こ
の
山
を
本
と
し

て
参
る
べ
し
こ
れ
則
ち
、
霊
山

の
契
り
な
り 

 
 
 波

木
井
殿
御
書 

 

暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

盛
夏
の
候
、
御
檀
家
御
信
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
心
よ
り 

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

さ
て
、
檀
信
徒
の
皆
様
よ
り
、

妙
教
寺
の
護
持
興
隆
の
為
や
菩

提
寺
の
諸
行
事
の
ご
奉
仕
を
拝

し
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
慶
讃
記
念
事
業
な

ど
の
ご
浄
財
ご
喜
捨
を
賜
る
な

か
、
特
に
、
慶
讃
第
二
期
記
念

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
去
る
、

五
月
十
二
日
～
十
五
日
の
日
程

で
「
身
延
山
」
「
七
面
山
」
や
諸

本
山
へ
、
妙
教
寺
・
圓
頓
寺
の
三

十
一
名
の
聖
徒
の
ご
参
加
の
皆

さ
ん
と
、
霊
山
浄
土
へ
赴
く
契

を
結
ぼ
う
と
懇
願
し
な
が
ら
、

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃

記
念
事
業
の
円
成
や
信
行
の
研

鑽
成
就
と
菩
薩
道
を
求
め
る
有

り
難
い
報
恩
参
拝
が
出
来
、
こ

れ
か
ら
、
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
の
ご
祥
当
慶
讃
大
法

要
を
目
指
し
て
、
「
第
二
期
事

業
」
を
邁
進
し
、
異
体
同
心
し
て

完
遂
に
向
か
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。 ま

た
、
慶
讃
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
委
員
会
よ
り
事
業
詳
細
は

別
紙
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
が
、

さ
ら
に
、
慶
讃
事
業
別
途
の
事

業
関
係
で
は
、
昨
秋
、
篤
信
者

の
各
位
か
ら
特
別
修
復
基
金
八

百
万
円
余
の
ご
浄
財
喜
捨
の
ご

寄
進
を
「
元
寇
園
教
会
御
宝
前
」

に
賜
り
、
ま
た
、
本
年
六
月
に

特
別
修
復
寄
進
や
日
本
政
策

金
融
公
庫
借
入
に
よ
っ
て
「
妙
教

寺
太
陽
光
発
電
施
設
工
事
・
九

百
八
十
万
円
」
や
「
別
院
駐
車

場
整
備
工
事
・
百
二
十
万
円
」

な
ど
の
工
事
が
完
了
い
た
し
ま

し
の
で
、
別
途
の
法
人
へ
の
融
資

や
ご
浄
財
喜
捨
の
ご
寄
進
を
賜
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り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
上
げ
こ
こ
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

 

次
に
、
六
月
十
五
日
、
當
山

第
五
世
順
忠
院
日
貫
英
忠
儀

内
室
花
田
英
「
順
教
院
日
英
法

尼
」
霊
位
の
第
参
回
忌
報
恩
法

要
の
儀
を
、
當
山
正
干
与
人
・

久
留
米
市 

妙
正
寺
ご
住
職
田

中
潮
佑
僧
正
に
御
導
師
を
賜
り
、

ま
た
、
式
衆
に
、
福
岡
市
門
中

会
参
事
・
徳
栄
寺
ご
住
職
永
江

尚
幸
僧
正
、
ま
た
、
西
門
中
会

前
参
事
・
宗
像
市
妙
経
寺
ご
住

職
高
嵜
泰
道
僧
正
、
ま
た
、
當

山
副
干
与
人
・
山
鹿
市
圓
頓
寺

ご
住
職
荒
木
英
人
上
人
、
法
縁

寺
の
朝
倉
市
大
安
寺
ご
住
職 

秋
吉
英
守
上
人
の
各
聖
に
ご
出

仕
を
頂
き
、
並
び
に
檀
信
徒
の

皆
様
や
、
特
に
日
英
法
尼
に
よ 

っ
て
お
題
目
信
仰
へ
の
道
を
い
た

だ
か
れ
た
お
檀
家
や
ご
信
者
の

方
々
や
、
日
頃
、
親
し
く
ご
厚

誼
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆

様
の
ご
列
席
の
聖
徒
の
皆
さ
ん

は
、
日
英
法
尼
を
ば
往
を
追
い
、

追
慕
の
念
い
を
な
せ
ば
、
只
只
、

感
慨
の
情
を
得
る
の
み
で
あ
り
、

御
遺
徳
を
お
慕
い
す
る
報
恩
行

と
し
て
受
け
と
め
て
、
法
要
で
は
、

坊
守
へ
報
恩
の
卒
塔
婆
を
建
立

な
ど
の
ご
厚
志
を
頂
き
、
お
陰

様
で
厳
修
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
様
方
の
ご
厚

情
の
賜
物
と
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

        

   

さ
て
、
日
蓮
大
聖
人
の
巻
頭

の
「
波
木
井
殿
御
書
」
に
教
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
を
去
る
七

百
年
の
昔
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

が
、
身
延
へ
入
山
さ
れ
た
と
き
か

ら
は
じ
ま
る
こ
の
身
延
山
で
大

聖
人
が
ご
生
活
の
間
に
、
い
つ
し

か
風
や
草
木
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

ま
で
も
が
一
緒
に
法
華
経
、
お

題
目
を
お
唱
え
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
お
釈
迦

さ
ま
が
最
初
に
法
華
経
を
説
か

れ
た
イ
ン
ド
の
霊
鷲
山
に
も
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
聖
域
と
な
っ

た
と
感
じ
取
ら
れ
た
よ
う
な
お

言
葉
で
す
。 

こ
の
度
、
日
蓮
宗
宗
門
や
妙

教
寺
で
は
、
宗
祖
の
御
降
誕
八

〇
〇
年
記
念
事
業
推
進
運
動
の

ス
ロ
―
ガ
ン
と
し
て
「
い
の
ち
に

合
掌
」を
掲
げ
て
い
る
な
か
、 

                        

身
延
山
霊
山
の
契
り
な
り 

日
英
法
尼
を
ば
住
を
追
い 

 

2021 年（平成 33 年） 

宗祖日蓮大聖人御降誕 800 年 
 

2028 年（平成 40 年） 

妙教寺開基開創 150 周年 

住職上人他親族家族の方々 
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「日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
は
、
こ

の
山
を
本
と
し
て
参
る
べ
し

こ
れ
則
ち
、
霊
山
の
契
り
な
り
」

と
の
垂
示
さ
れ
た
、
そ
の
霊
鷲

山
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
聖

域
へ
、
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
が
晩

年
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
、
「未
来

祭
ま
で
も
心
は
身
延
山
に
住

む
べ
く
候
」
と
述
べ
ら
れ
た
「
聖

地
」
へ
参
詣
申
し
上
げ
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

         

今
般
の
、
総
本
山
身
延
山
登

詣
団
参
は
、
一
生
の
中
で
何
年

に
一
度
参
拝
で
き
る
か
わ
か
ら

な
い
お
参
り
で
、
日
蓮
大
聖
人

の
神
霊(

み
た
ま)

の
棲
み
た
も
う

棲
神
の
霊
場
霊
跡
を
訪
ね
「い
の

ち
に
合
掌
」
の
心
を
求
め
る
巡

礼
修
行
の
旅
で
、
「
身
延
山
」
と

「
七
面
山
」
と
い
う
二
つ
の
お
山

に
ま
た
が
る
広
大
な
領
域
に
あ

る
、
日
蓮
大
聖
人
が
、
「日
蓮
が

魂
は
身
延
山
に
留
ま
る
」
と
い

う
「
み
教
え
」
を
残
さ
れ
た
霊
山

の
聖
地
、
日
蓮
宗
の
総
本
山
「
身

延
山
久
遠
寺
」
で
の
「
霊
山
の
契

り
」
を
結
ぶ
た
め
の
お
開
帳
な
ど

や
、
ま
た
、
大
本
堂
で
の
早
朝
五

時
半
か
ら
の
荘
厳
な
る
お
勤
め

や
諸
堂
参
拝
な
ど
致
し
感
謝
感

動
、
感
動
の
連
続
で
し
た
。 

   

十
三
日
早
朝
、
身
延
山
周
辺

の
、
本
遠
寺
、
圓
実
寺
、
妙
法
寺
、

上
沢
寺
、
本
国
寺
な
ど
の
緒
山

へ
参
拝
修
行
組
の
聖
徒
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
末
法
鎮
守
の
七
面

大
明
神
さ
ま
を
お
祀
り
す
る

「
敬
慎
院
」
へ
登
詣
参
拝
組
の
皆

さ
ん
の
た
め
、
羽
衣
に
あ
る
「
七

面
山
山
門
表
登
山
口
」
で
読
経

い
た
し
、
お
上
人
か
ら
、
無
明
を

切
る
覚
悟
の
切
火
祈
祷
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
は
自
ら
の
身
体

で
自
ら
の
足
で
「
懺
悔
滅
罪
」
を

祈
り
四
時
間
～
七
時
間
か
け
て
、

黙
々
と
し
て
歩
む
菩
薩
行
を
求

め
る
登
詣
で
、
ま
た
、
途
中
折
々

で
、
七
面
山
山
道
か
ら
頂
く
「霊

峰
富
士
山
」
の
絶
景
の
す
ば
ら

し
さ
に
一
同
感
動
し
て
い
ま
し

た
。 

         

七
面
様
が
招
き
下
さ
っ
た
五

十
丁
の
求
道
心
の
道
は
、
如
説

修
行
と
功
徳
甚
多
を
頂
く
た
め

の
難
行
苦
行
の
道
の
り
の
道
で
、

険
し
い
道
を
越
え
て
行
く
大
変

な
苦
行
を
伴
う
「
抜
苦
与
楽
」
へ

の
道
で
し
た
が
、
お
陰
様
で
、
七

面
様
の
お
加
護
や
お
題
目
の
力

で
全
員
無
事
で
山
頂
「
敬
慎
院
」

に
参
詣
で
き
ま
し
た
。 

十
四
日
早
朝
、
参
籠
し
た
聖

徒
が
一
同
、
ご
来
光
拝
受
の
霊

山
と
云
わ
れ
る
、
七
面
山
山
頂

（
一
九
八
二
ｍ
）
か
ら
拝
す
る

「
日
天
子
」
様
の
ご
来
光
を
「
唱

題
」
の
も
と
お
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
、
日
本
の
象
徴
霊

峰
「
富
士
山
」
の
優
美
な
風
貌
を

拝
し
天
地
の
境
と
い
っ
た
感
じ
が

し
感
激
し
ま
し
た
。 

 

  

特
に
、
こ
の
度
の
団
参
で
は
、

七
面
様
が
招
か
れ
た
登
詣 

宿
習
の
因
縁
の
諸
山
参
拝 

七面山山頂から臨む霊峰富士山 

身延山久遠寺祖師堂に於いての 

御開帳の様子 
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如
説
修
行
の
お
山
「
七
面
山
登

詣
」
や
東
方
房
州
安
房
の
故
郷

の
両
親
を
偲
ん
で
報
恩
の
ご
回

向
を
捧
げ
、
至
孝
の
ま
こ
と
を
つ

く
さ
れ
た
と
い
う
、
宗
祖
の
思

親
大
孝
の
霊
場
「
奥
之
院
思
親

閣
」
や
「
ご
草
庵
跡
」
宗
祖
の
「
御

廟
所
」な
ど
に
直
参
で
き
た
こ
と 

          

や
、
ま
た
、
西
伊
豆
田
子
の
「
大

行
寺
」
で
の
お
開
帳
を
賜
っ
た
ご

縁
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
伊
東
へ
の

流
罪
の
ご
法
難
の
関
り
や
住
職

と
の
深
縁
に
よ
る
参
拝
で
き
た

こ
と
や
、
駿
河
霊
跡
本
山
「
海

長
寺
」
な
ど
へ
、
妙
教
寺
と
圓
頓

寺
か
ら
の
聖
徒
皆
さ
ん
が
「
異

体
同
心
」
し
、
霊
山
浄
土
感
得

の
霊
域
に
触
れ
て
、
あ
ら
た
め
て

「
お
題
目
の
神
秘
」
を
感
得
し
え

た
利
生
を
頂
受
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
は
「
同
心
同
行
」

の
友
を
増
し
正
し
い
道
を
歩
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
教
訓

頂
い
た
ご
報
恩
の
参
拝
が
出
来

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
御
降
誕
八
〇
〇
年

の
聖
日
に
向
か
い
新
た
な
決
意

を
頂
く
お
参
り
で
し
た
。
ご
報

告
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

さ
て
、
先
般
五
月
二
十
五
日

の
檀
信
徒
総
会
に
お
い
て
、
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
任
期
満

了
に
伴
う
「
役
員
改
選
」
に
つ
い

て
、
ご
病
気
と
高
齢
を
理
由
に
、

責
任
役
員
と
護
持
会
会
長
植

村
俊
親
様
の
任
期
満
了
に
よ
り
、

ま
た
、
本
総
代
で
護
持
会
副
会

長
並
び
に
護
持
会
会
計
を
お
勤

め
頂
き
ま
し
た
「
花
田
正
月
」
様

も
ご
病
気
で
退
任
さ
れ
ま
す
。 

         

先
般
、
本
総
代
会
を
開
き
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
討
議
さ

れ
、
任
期
満
了
で
ご
退
任
に
関

す
る
事
は
、
各
会
合
同
役
員
会

や
護
持
会
総
会
時
ま
で
、
法
人

規
則
に
則
り
、
法
人
役
員
補
欠

選
定
を
代
表
役
員
住
職
が
後

任
総
代
を
任
命
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
又
、
護
持
会
規
定
に
従
っ

て
、
護
持
会
役
員
補
充
に
つ
い
て
、

慎
重
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
皆
様
へ
ご
報
告
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。 

皆
様
も
承
知
の
通
り
、
植
村

様
、
篤
き
御
信
仰
よ
っ
て
、
平
成

十
三
年
以
来
永
き
に
亘
り
當
山

護
持
会
総
代
役
員
と
し
て
御
尽

力
を
賜
り
、
殊
に
平
成
十
七
年

よ
り
信
行
会
会
長
、 

平
成
十

九
年
よ
り
妙
教
寺
だ
よ
り
編
集

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
又
、
平

成
二
十
四
年
よ
り
當
山
護
持

会
会
長
並
に
日
蓮
聖
人
御
降

誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業

委
員
長
を
併
任
さ
れ
、
ま
た
、

花
田
様
は
、
平
成
十
三
年
以
来

永
き
に
亘
り
當
山
護
持
会
総
代

役
員
と
し
て
御
尽
力
を
賜
り
、

殊
に
平
成
十
七
年
よ
り
護
持
会

副
会
長
、
並
び
に
護
持
会
会
計

歴
任
さ
れ
そ
の
法
責
の
使
命
を

全
う
さ
れ
、
當
山
の
興
隆
発
展

に
誠
心
誠
意
御
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
。 

旧
役
員
の
皆
様
へ
感
謝 

植村前総代の退任にあたり感謝状
と記念品を贈られる住職上人 

 

西伊豆大行寺様前にて、記念撮影 

（右側、星野上人ご家族共に） 
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そ
の
間
、
数
々
の
事
業
推
進

や
檀
信
徒
信
行
増
進
の
教
化
指

導
な
ど
、
先
代
住
職
日
貫
上
人

や
日
賢
上
人
の
補
佐
を
献
身
的

に
勤
め
ら
れ
、
妙
教
寺
の
寺
門

興
隆
の
為
に
、
本
総
代
と
し
て

の
本
分
に
心
血
を
注
が
れ
、
報

恩
行
の
誠
を
尽
さ
れ
ま
し
た
。 

當
山
住
職
と
し
て
、
寺
門
興

隆
に
尽
く
さ
れ
た
法
勲
に
た
い

し
て
、
こ
こ
に
退
任
さ
れ
る
、
植

村
様
、
花
田
様
に
は
、
そ
の
法

績
に
対
し
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

 

で
は
、
法
人
本
総
代
役
員
選

定
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
宗
規
則
に

副
っ
て
、
妙
教
寺
住
職
代
表
役

員
の
職
務
と
し
て
、
こ
の
た
び
、

責
任
役
員
筆
頭
総
代
と
護
持

会
会
長
並
び
に
慶
讃
事
業
委
員

長
に
、
永
年
に
亘
り
寺
門
興
隆

に
尽
さ
れ
、
特
に
、
本
総
代
や

婦
人
会
会
長
を
お
勤
め
い
た
だ

き
ま
し
た
、
大
野
城
市
筒
井
地

区
の
「
古
賀
静
枝
」
様
に
、
お
し

て
懇
願
い
た
し
ま
し
た
し
こ
ろ
、

心
よ
り
快
諾
さ
れ
、
ご
了
承
い

た
だ
い
た
こ
と
を
感
受
い
た
し
た

と
き
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
さ
ま

の
冥
護
の
賜
と
深
謝
い
た
し
、
心

か
ら
安
寧
い
た
し
た
し
だ
い
で

す
。 こ

の
度
の
改
選
に
あ
た
り
、
本

総
代
に
、
當
山
の
信
行
会
会
長

の
護
持
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、

事
業
委
員
と
し
て
等
御
奉
仕
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
大
野
城

市
乙
金
地
区
の
「伊
藤
敏
夫
」様

を
、
ま
た
、
事
業
委
員
と
し
て
お

世
話
頂
い
て
お
り
ま
す
、
春
日

市
春
日
地
区
の
「白
水
繁
則
」様

を
後
任
総
代
に
推
挙
申
し
上
げ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 次

に
、
先
般
、
本
総
代
及
び

護
持
会
各
会
合
同
役
員
会
を

開
き
、
護
持
会
役
員
選
定
に
関

し
て
、
護
持
会
規
約
に
そ
っ
て
登

用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
務
局
よ

り
、
護
持
会
会
計
と
し
て
、
福

岡
市
の
南
区
地
区
の
「
三
好
康

昭
」
様
に
、
ま
た
、
信
行
会
会
長

に
は
、
春
日
市
弥
生
地
区
の
「
松

尾
勝
次
」
様
方
に
就
任
の
推
薦

表
明
が
あ
り
、
ま
た
、
旧
役
員
の

皆
様
は
再
任
さ
れ
、
全
員
一
同

の
賛
同
を
得
て
承
認
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

 

                        

新
役
員
の
皆
様
へ
の
期
待 

この度総代を退任された前総代
花田正月様（前列右） 

海上施餓鬼にて 
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新
任
役
員
紹
介 

                       

              

 

こ
れ
か
ら
は
、
妙
教
寺
の
宗

祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
事

業
の
推
進
に
止
ま
ら
ず
、
當
山

の
第
五
世
日
貫
上
人
・
内
室
日

英
法
尼
、
第
六
世
日
賢
上
人
覚

位
へ
の
ご
報
恩
と
受
止
め
、
「
菩

提
寺
を
護
っ
て
行
く
」
を
合
言

葉
に
、
宗
祖
の
忍
難
慈
勝
の
大

恩
に
報
い
邁
進
し
、
護
持
会
役

員
並
び
に
慶
讃
事
業
委
員
会
一

同
が
護
持
護
法
に
取
り
組
ん
で

行
く
事
を
確
認
い
た
し
た
次
第

で
す
。 

さ
ら
に
、
新
任
の
お
方
は
も

ち
ろ
ん
、
再
任
の
役
員
の
方
々

は
、
特
に
宗
門
や
菩
提
寺
に
対

す
る
護
法
護
持
の
貢
献
度
や
社

会
的
時
代
の
変
革
や
檀
信
徒
の

皆
様
に
作
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
変
改
な
ど
に
、
充
分
に
対

処
出
来
え
る
御
人
格
で
あ
ら
れ

る
方
々
で
あ
り
ま
す
。 

最
後
に
、
本
総
代
並
び
に
役

員
の
任
と
は
、
日
蓮
大
聖
人
さ

ま
の
勅
命
と
し
て
受
容
さ
れ
、

「日
蓮
が
一
類
は
異
体
同
心
な

れ
ば
、
人
人
す
く
な
く
候
へ
ど

も
大
事
を
成
じ
」
と
の
、
宗
祖
の

言
霊
に
あ
る
よ
う
に
「
異
体
同

心
」
の
心
を
た
い
し
て
、
寺
門
興

隆
の
た
め
に
精
進
さ
れ
ま
す
こ

と
を
願
い
、
ま
た
、
自
己
の
信
行

研
鑽
と
檀
信
徒
教
化
や
、
さ
ら

な
る
御
奉
仕
行
、
お
寺
の
年
間

行
事
及
び
信
行
会
・
婦
人
会
行

事
な
ど
の
ご
参
加
に
徹
し
て
い

か
れ
る
こ
と
と
固
く
信
ず
る
も

の
で
御
座
い
ま
す
。 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

現
住 

日
薫
拝 

                 

異
体
同
心
の
心
も
っ
て 

筆頭総代・護寺会会長 
慶讃事業委員会委員長 

古賀 静枝様 

総代・護寺会副会長 
事業担当長 

臼井 義光様 

総代・護寺会事務局長 

慶讃事業委員会会計 

信行会会長 

松尾 勝次様 

総 代 

慶讃事業委員会委員 

伊藤 敏夫様 

総 代 
慶讃事業委員会委員 

白水 繁則様 

護持会会計 
事業担当補佐 

三好 康昭様 
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事
業
担
当
長 

臼
井 

義
光 

◆
第
一
期
事
業
と
し
て 

●
行
事
関
係 

一
、
平
成
二
十
年
十
月 

 
 

 

三
寺
合
同
団
参 

 
 

 

身
延
山
・奥
ノ
院
思
親
閣 

 
 

 

京
都
日
像
上
人
霊
蹟
諸 

 
 

 

本
山
参
拝
（四
十
八
名
参 

加
） 

●
工
事
関
係 

昨
年
の
四
月
よ
り
と
り
か
か

り
現
在
ま
で
の
工
事
進
捗
状
況

に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。 

◎
本
堂 

一
、
二
階
玄
関
引
き
戸
取
り
替

え
工
事 

二
、
二
階
内
陣
・
外
陣
照
明
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
）
器
具
取
替
え
工
事 

三
、
二
階
納
骨
堂
床
張
替
え
、

天
上
・
壁
塗
装
工
事 

四
、
二
階
納
骨
堂
・
台
所
照
明

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
器
具
取
り
替
え 

    

五
、
二
階
本
堂
・
玄
関
入
口
・ 

壁
・
窓
下
部
分
補
修
塗
装

工
事 

六
、
本
堂
外
陣
正
面
幕
板
彩
色

工
事 

七
、
本
堂
一
階
～
二
階
階
段
床
、

事
務
所
床
・
壁
、
台
所
壁

改
修
工
事
（ク
ロ
ス
・塗
装
） 

八
、
本
堂
・
庫
裡
・
玄
関
・
駐
車

場
照
明
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
器
具

取
り
替
え
工
事 

九
、
本
堂
事
務
所
・
大
広
間
床
・

束
補
修
補
強
工
事 

十
、
本
堂
二
階
両
脇
引
き
戸
前

和
風
障
子
仕
上
げ
工
事 

十
一
、
本
堂
広
間
・
ト
イ
レ
照
明

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
器
具
取
り
替

え 

工
事 

◎
階
段 

一
、
階
段
ホ
ー
ル
廻
り
、
ク
ロ
ス

張
替
え
・塗
装
工
事 

二
、
一
階
～
二
階
イ
ス
式
階
段

昇
降
機
新
設
工
事 

◎
庫
裡 

一
、
屋
上
・
屋
根
改
修
工
事
（
ス

テ
ン
レ
ス
屋
根
） 

◎
外
部 

一
、
本
堂
窓
下
ひ
び
補
修
塗
装

工
事 

二
、
庫
裡
外
壁
改
修
工
事 

（劣
化
抑
制
美
セ
ッ
ト
工
事
） 

三
、
本
堂
・庫
裡
雨
樋
改
修 

工
事 

四
、
八
大
龍
王
塔
（
山
門
横
）
・

万
霊
供
養
塔
（
裏
庭
）
修

復
工
事 

◎
防
犯
カ
メ
ラ 

一
、
本
堂
・駐
車
場
等
カ
メ
ラ
新

設
工
事
（計
八
ヶ
所
） 

以
上
の
工
事
は
完
了
致
し
て

お
り
ま
す
。 

 

◆
第
二
期
事
業
と
し
て 

●
行
事
関
係 

一
、
平
成
二
十
六
年
五
月 

妙
教
寺
・
圓
頓
寺
合
同
団
参 

身
延
山
・
奥
ノ
院
思
親
閣
・ 

 
  

七
面
山
敬
慎
院
・
身
延
山 

周
辺
・
静
岡
諸
本
山
参
拝 

 
 

 

（三
十
二
名
参
加
）終
了 

二
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
報
恩
慶
讃
大

法
要
奉
行 

三
、
住
職
入
寺
晋
山
式
法
要 

●
工
事
関
係 

一
、
本
堂
二
階
エ
ア
コ
ン
取
替
え

工
事
（検
討
中
） 

二
、
庫
裡
、
玄
関
土
間
補
修
工

事
進
行
中 

三
、
山
門
入
口
・
駐
車
場
入
口

段
差
補
修
工
事
進
行
中 

四
、
本
堂
一
階
台
所
流
し
台
交 

 
 

 

換 

五
、
庫
裡
一
階
・
パ
ソ
コ
ン
室
床

補
修
工
事 

六
、
庫
裡
三
階
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事 

●
そ
の
他 

一
、
宗
門
（
宗
務
院
・
宗
務
所
）

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年

慶
讃
勧
募
金
（
課
金
）
支

援 

二
、
徒
弟
教
育
の
支
援 

後
少
々
期
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
御
理
解
・
御
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
委
員
会 

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
事
業
に
つ
い
て 
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暑
中
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
ご
健
勝
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
英
法
尼
様
の
三
回
忌
も
當

山
正
干
与
人
で
あ
ら
れ
る
久
留

米
市
妙
正
寺
御
住
職 

田
中
潮

佑
上
人
の
も
と
で
厳
か
に
営
ま

れ
、
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
又
、
沢
山
の
檀
家
の 

         

    

方
々
の
御
参
加
を
頂
き
、
亡
・

日
英
法
尼
様
も
霊
山
浄
土
よ
り 

「
有
り
難
う
」
と
云
っ
て
み
ん
な

を
見
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
で 

し
た
。 

扨
、
こ
の
度 

御
住
職
上
人
を

は
じ
め
役
員
の
方
々
よ
り
、
護

寺
会
会
長
並
び
に
筆
頭
総
代
を
、

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か 

し
、
浅
学
菲
才
は
も
ち
ろ
ん
の
こ 

と
、
す
で
に
八
十
六
歳
が
目
の

前
で
腰
も
圧
迫
骨
折
し
て
痛
み

も
ひ
ど
く
歩
く
の
が
や
っ
と
の
こ

と
で
し
た
。
身
も
心
も
燃
え
尽

き
て
お
り
ま
し
て
、
「
こ
の
よ
う

な
私
に
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
」

と
何
度
も
お
断
り
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
臼
井

総
代
（現
副
会
長
）や
前
総
代
の

花
田
様
よ
り
度
重
な
る
御
懇
願

を
受
け
、
も
う
一
度
考
え
「
私

に
は
何
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

事
を
残
し
て
い
た
の
か
な
・
・
・
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

          

妙
教
寺
の
仏
祖
御
三
宝
様
が

求
め
て
あ
る
の
な
ら
、
こ
の
よ
う

な
私
に
で
も
出
来
る
こ
と
は
老

体
に
鞭
打
っ
て
で
も
が
ん
ば
ら
な

け
れ
ば
と
思
い
、
ま
た
そ
う
思

う
と
元
気
が
出
て
、
英
典
上
人

か
ら
も
「
お
寺
は
檀
信
徒
み
ん

な
の
も
の
な
の
で
一
人
だ
け
で
頑

張
ら
ず
、
他
の
役
員
様
は
も
ち

ろ
ん
檀
信
徒
の
皆
様
の
力
を
お

借
り
し
て
最
後
の
御
給
仕
と
思

っ
て
さ
れ
た
ら
い
い
ん
で
は
な
い

で
す
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

自
分
で
も
人
の
為
に
役
に
立
つ

事
が
最
後
の
お
礼
と
思
い
、
お

受
け
い
た
し
ま
し
た
。 

頭
の
中
も
八
十
六
歳
に
な
り

ま
す
と
相
当
老
化
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
に
は
ま
た
お
世
話
に

な
り
ま
す
け
れ
ど
、
他
の
若
い

総
代
並
び
に
役
員
の
方
を
中
心

に
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
ご
協
力

を
仰
ぎ
身
体
が
許
す
限
り
一
生

懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
御
仏
に
お

仕
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

       

護
持
会
会
長
・
筆
頭
総
代 

古
賀 

静
枝 
就

任

ご

挨

拶 

本年の海上施餓鬼会に参加した 

古賀新会長（左側） 

日英法尼第参回忌法要で焼香する 

古賀静枝新筆頭総代（右側） 
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暑
中
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
平
成
十
三
年
よ
り

護
寺
会
総
代
を
十
三
年
間
、
又
、

平
成
二
十
四
年
よ
り
二
年
間

勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
護
寺
会
会

長
並
び
に
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八

百
年
慶
讃
記
念
事
業
委
員
長

を
退
任
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
。 

         

思
い
起
こ
せ
ば
、
総
代
の
お

話
し
を
頂
い
た
の
は
亡 

若
上
人 

   

（
第
六
世
日
賢
上
人
）
が
ご
遷

化
さ
れ
た
翌
年
の
事
で
し
た
。

突
然
の
副
住
職
上
人
の
ご
遷
化

と
い
う
こ
と
で
檀
信
徒
皆
が
不

安
な
気
持
ち
で
動
揺
し
て
い
た

時
で
し
た
。
御
前
様
（
第
五
世
日

貫
上
人
）
よ
り
「
総
代
役
員
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」と
の
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「妙
教 

寺
の
檀
家
と
し
て
は
比
較
的
新

し
い
私
の
よ
う
な
新
参
者
に
何

が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
」
「
ま
だ

ま
だ
古
い
お
檀
家
さ
ん
の
中
に

適
任
者
が
お
ら
れ
る
の
で
は
」
と

御
前
様
に
申
し
上
げ
る
と
「
今
、

こ
の
時
こ
そ
檀
家
と
し
て
日
は

浅
く
て
も
陰
日
向
の
無
い
信
仰

熱
心
な
あ
な
た
だ
か
ら
お
願
い

し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
諸
天
の
御

命
令
な
の
で
す
よ
！
」
と
強
い
口

調
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
家
族
と

も
相
談
し
よ
く
よ
く
考
え
ま
し

た
。
日
頃
よ
り
拝
読
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
お
祖
師
様
の
御
妙
判
の

『
報
恩
抄
』
の
一
節
に
「極
楽
百

年
の
修
行
は
穢
土
一
日
の
功
徳
に

及
ば
ず
。
正
像
二
千
年
の
弘
通
は

末
法
の
一
時
に
劣
る
か
…
略
」
と

示
さ
れ
て
る
の
を
思
い
出
し
、
妙

教
寺
が
こ
の
一
大
事
な
時
に
お

役
に
立
つ
事
が
意
味
深
く
、
功

徳
を
積
ま
せ
て
頂
く
よ
い
機
会

で
あ
り
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
「
私
の

よ
う
な
も
の
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
」

と
感
謝
の
気
持
ち
で
お
受
け
し

当
時
の
村
上
筆
頭
総
代
の
下
で

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
十
五
年
に
御

前
様
（
日
貫
上
人
）
も
ご
遷
化

さ
れ
、
い
よ
い
よ
妙
教
寺
の
一
大

窮
地
と
な
っ
た
時
、
日
貫
上
人

の
御
遺
言
に
よ
り
熊
本
県
山
鹿 

                        

退
任
ご
挨
拶 

植
村 

俊
親 

寒修行にて団扇太鼓を叩いて唱題
行をする、植村前会長 
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市 

圓
頓
寺
に
御
養
子
に
行
っ

て
お
ら
れ
た
日
貫
上
人
の
次
男

で
あ
ら
れ
る
荒
木
英
知
上
人
に

當
山
へ
帰
っ
て
来
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
、
や
っ
と
一
安
心
と

な
り
現
在
に
至
り
ま
し
た
。 

私
も
そ
の
後
、
平
成
十
七
年

よ
り
信
行
会
会
長
（
平
成
二
十

四
年
迄
）、
平
成
十
九
年
よ
り 

「
妙
教
寺
だ
よ
り
」編
集
委
員
長

（
平
成
二
十
四
年
迄
）
を
勤
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
二

十
四
年
に
前
護
寺
会
会
長
、
筆

頭
総
代
の
村
上
夘
三
様
が
ご
勇

退
さ
れ
、
後
、
護
寺
会
会
長
並

び
に
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
百
年

慶
讃
記
念
事
業
委
員
長
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
六
月
に
は
日
貫
上
人
・
日

賢
上
人
を
支
え
共
に
妙
教
寺
を

発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
日
貫
上

人
御
禮
室
、
順
教
院
日
英
法
尼

（
花
田
英
）
様
が
ご
遷
化
さ
れ
、

妙
教
寺
の
一
時
代
が
終
了
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
御
住
職
（
荒

木
英
知
上
人
）
を
中
心
に
新
た

な
妙
教
寺
の
発
展
と
充
実
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
体

調
を
崩
し
て
し
ま
い
、
気
持
ち
は

ま
だ
頑
張
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

も
体
が
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、

御
住
職
の
了
解
を
頂
き
本
年
五

月
を
も
っ
て
す
べ
て
の
役
職
を
退

か
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
は
新
会
長 

古
賀
静
枝

様
を
中
心
と
す
る
護
寺
会
の
発

展
と
、
又
、
更
な
る
妙
教
寺
の

興
隆
を
一
檀
家
と
し
て
陰
な
が

ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
檀
信
徒
の

皆
様
に
は
在
任
中
に
は
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

合
掌 

   

       

春
日
市
若
葉
台
地
区 

三
好 

定
子 

          

こ
の
団
参
に
参
加
し
た
の
は

七
面
山
参
拝
が
入
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。
身
延
山
と
七
面
山
参

拝
さ
れ
る
の
は
今
ま
で
で
初
め

て
の
事
で
す
。
（私
は
）十
二
日
の 

    

朝
妙
教
寺
に
八
時
に
集
合
し
て

雨
模
様
で
し
た
が
、
お
上
人
様

か
ら
空
港
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
出
発
は
少
し
遅
れ
た
け

ど
無
事
静
岡
空
港
に
到
着
。
そ

れ
か
ら
バ
ス
で
、
身
延
山
久
遠
寺

に
到
着
。
初
め
て
行
衣
を
身
に

着
け
ま
し
た
。
他
の
方
は
背
中

に
御
朱
印
が
た
く
さ
ん
押
し
て

あ
る
の
に
自
分
は
真
新
し
い
行 

衣
を
着
て
い
る
の
が
少
し
恥
ず

か
し
い
気
が
し
た
。
久
遠
寺
に
着

き
参
拝
を
し
日
蓮
聖
人
の
お
墓

「
御
廟
所
」
に
参
拝
し
ま
し
た
。  

奥
の
院
思
親
閣
に
参
拝
、
最
終

の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
下
り
、
今
日

の
宿
、
覚
林
坊
に
到
着
。
皆
様

が
笑
顔
で
迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。

夕
食
は
身
延
町
名
産
の
生
湯
葉

を
使
っ
た
湯
葉
御
膳
で
と
て
も

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年 

慶
讃
記
念
身
延
山
・
七
面
山
登
詣 

 

身
延
山
・
七
面
山 

団
参
に
参
加
し
て 思親閣にてお参りする三好さん 

（画面中央） 
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お
い
し
か
っ
た
で
す
。
お
風
呂
は

ワ
イ
ン
風
呂
で
身
も
心
も
温
ま

り
ま
し
た
。 

十
三
日
朝
、
久
遠
寺
本
堂
に

朝
勤
参
拝
し
そ
の
足
で
荷
物
整

理
、
そ
の
後
バ
ス
で
二
手
に
分
か

れ
て
羽
衣
（
表
参
道
）
に
向
か

う
。 少

し
雨
模
様
で
し
た
が
、
い
ざ

七
面
山
に
出
発
。
少
し
づ
つ
雨

も
上
が
り
だ
ん
だ
ん
暑
く
な
り

衣
服
も
一
枚
づ
つ
脱
ぎ
な
が
ら

登
り
始
め
る
。
三
丁
目
付
近
か 

         

ら
晴
れ
間
が
出
て
き
た
。
石
こ

ろ
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
転
ば
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

お
題
目
を
心
の
中
で
唱
え
な
が

ら
最
初
の
休
憩
所
に
着
く
。
次

の
休
憩
所
で
覚
林
坊
で
作
っ
て

頂
い
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
。
山

で
食
べ
る
お
に
ぎ
り
は
ど
ん
な
ご

ち
そ
う
よ
り
お
い
し
か
っ
た
。
三

十
六
丁
目
の
休
憩
所
に
桜
が
咲

い
て
い
た
。
そ
の
後
に
富
士
山
が

く
っ
き
り
見
え
て
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
一
人
で
登
っ

て
た
け
ど
後
の
グ
ル
ー
プ
を
待
つ

こ
と
に
し
た
。
立
ち
止
ま
る
と
、

ま
わ
り
の
緑
が
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
す
る
と
そ
こ
に
一
人
の
大

き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
男
性

が
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
登
っ

て
来
ら
れ
た
。
そ
こ
で
少
し
お
話

し
を
す
る
と
、
そ
の
方
は
毎
月

一
回
七
面
山
ま
で
お
米
、
お
酒

を
供
え
に
登
っ
て
い
る
と
の
事
。

頭
が
下
が
り
ま
す
。
そ
の
方
の

信
仰
の
深
さ
に
感
銘
し
、
自
分

も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
思
っ
た
。

後
の
方
達
が
来
ら
れ
た
の
で
今

度
は
三
人
で
登
り
始
め
た
。
こ
の

辺
か
ら
少
し
ず
つ
足
ど
り
も
重

く
な
っ
て
き
た
。
少
し
ず
つ
少
し

ず
つ
慎
重
に
進
ん
で
い
く
。
自
分

た
ち
の
後
方
か
ら
、
英
人
上
人

と
星
野
上
人
御
二
人
方
が
つ
い

て
来
て
い
た
だ
い
た
。
と
っ
て
も

心
強
か
っ
た
で
す
。
や
っ
と
四
十

六
丁
目
に
到
着
。
和
光
門
を
く

ぐ
り
坂
を
登
り
つ
め
た
所
に
住

職
上
人
が
出
迎
え
て
頂
き
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
に
は
鐘

楼
が
あ
り
、
無
事
に
到
着
で
き

た
こ
と
を
感
謝
を
こ
め
て
鐘
を

つ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

随
身
門
に
到
着
。
そ
の
前
に

は
富
士
山
の
全
貌
が
見
え
て
素

晴
ら
し
い
景
色
で
す
。
敬
慎
院

に
入
り
温
か
い
お
風
呂
を
頂
き
、

夜
は
七
面
大
明
神
を
拝
顔
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
お
万
の
方
の
遺

品
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
、
九
時

消
燈
。 

                        

七面山の表参道をお題目を 

唱えながら登る参加者 
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朝
四
時
起
床
、
御
来
光
を
見

に
行
き
そ
の
横
に
富
士
山
が
見

え
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
事
か
、

こ
の
目
で
富
士
山
を
見
た
の
は

生
ま
れ
て
初
め
て
で
し
た
。
本
堂

に
朝
勤
参
拝
し
、
朝
食
を
頂
き

い
よ
い
よ
七
面
山
に
お
別
れ
で

す
。 

         

山
は
下
り
の
方
が
険
し
い
と

言
わ
れ
る
の
で
、
一
歩
一
歩
石

こ
ろ
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
下
る
。
ま
る
で
こ
の
後

の
自
分
の
人
生
を
思
わ
せ
る
よ

う
で
す
。
し
っ
か
り
地
に
足
を
付

け
て
転
ば
な
い
よ
う
に
、
横
道
に

そ
れ
な
い
よ
う
に
と
教
え
ら
れ

て
る
よ
う
で
し
た
。
や
は
り
七
面

山
は
修
行
の
山
だ
と
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
や
っ
と
俵
屋
旅
館
に

着
き
こ
こ
で
昼
食
、
全
員
バ
ス
で

海
長
寺
参
拝
、
フ
ェ
リ
ー
で
清
水

港
か
ら
土
肥
港
へ
～
堂
ヶ
島

温
泉
に
到
着
。
最
後
の
宿
、
「
堂

ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
」
で
す
。
夕
食

は
海
山
の
幸
で
と
っ
て
も
美
味
し

か
っ
た
。
ふ
だ
ん
は
海
に
面
し
て

夕
日
が
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
日
は
残
念
な
が
ら

雨
で
し
た
。 

          

朝
も
雨
、
バ
ス
で
西
伊
豆
の
大

行
寺
様
に
参
拝
。
御
住
職
は
星

野
上
人
で
七
面
山
に
も
ご
一
緒

し
て
い
た
だ
き
、
今
日
は
本
堂
で

お
題
目
を
頂
い
て
感
謝
い
っ
ぱ
い

で
す
。
帰
り
は
バ
ス
ま
で
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
見
送
り
し
て
頂
い
た
。

土
肥
港
か
ら
清
水
港
へ
、
昼
食

は
船
の
中
で
お
弁
当
を
頂
き
ま

し
た
。 

静
岡
空
港
か
ら
福
岡
へ
到
着
。

行
く
と
き
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

皆
も
帰
り
は
名
残
惜
し
い
気
持

ち
で
み
ん
な
和
や
か
に
笑
顔
で

別
れ
ま
し
た
。 

妙
教
寺
の
お
上
人
様
達
が
手

分
け
し
て
み
ん
な
を
送
り
届
け

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
私
に
と
っ
て
今

度
の
団
参
は
本
当
に
充
実
し
た

旅
で
し
た
。 

最
後
に
行
衣
を
着
る
意
味
が

や
っ
と
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

行
く
と
き
は
真
新
し
か
っ
た
の
が 

                        

(有)広栄堂龍仏具店 
      

          福岡県大野城市錦町 2-2-3 

      092-582-7676 

 
定休日/毎月 ５・15日 

各種仏壇・仏具お取り寄せ

出来ます。ご気軽にご来店

下さい。 

TEL 
FAX 

駿河湾フェリーの船上にて 

（右から、高原さん、城戸さん、 

三好さん、渡辺さん） 

感動の富士山とご来光を背に。 
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自
分
も
少
し
は
信
仰
の
心
が
芽

生
え
た
よ
う
で
す
。
背
中
の
御

朱
印
を
頂
い
た
お
か
げ
で
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

合
掌 

     

大
野
城
市
山
田
地
区 渡

辺 

絹
代 

五
月
の
十
二
日
に
福
岡
を
出

発
し
て
、
静
岡
空
港
へ
、
バ
ス
で

山
梨
県
の
身
延
山
久
遠
寺
へ
、

久
遠
寺
に
は
二
十
年
近
く
前
に

参
拝
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
っ
た
こ
と

も
な
か
っ
た
し
、
五
重
塔
も
見
た

こ
と
が
無
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
、
初
め
て
来
た
と
こ
ろ
の
様
で

し
た
。
参
拝
を
済
ま
せ
て
、
奥
の

院
の
思
親
閣
に
行
く
時
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
駅
に
着
い
た

時
は
、
「
あ
ー
こ
ん
な
だ
っ
た
ね
」

と
思
い
な
が
ら
、
参
拝
さ
せ
て

頂
き
、
下
り
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に

来
な
が
ら
、
前
に
一
緒
に
連
れ

て
来
て
頂
い
た
、
先
の
坊
守
様
の

事
が
思
い
出
さ
れ
、
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。 

          

日
蓮
大
聖
人
様
の
御
廟
所
に

参
拝
し
て
、
御
草
庵
を
見
な
が

ら
そ
の
昔
は
相
当
草
深
く
、
険

し
い
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
、

今
更
な
が
ら
大
聖
人
様
の
信
仰

の
篤
さ
、
強
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
夜
は
覚
林
坊

さ
ん
に
宿
泊
し
て
、
十
三
日
に

は
七
面
山
へ
、
雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
だ

っ
た
の
で
心
配
し
て
い
た
の
で
す

が
、
登
山
口
に
着
い
て
登
る
頃

に
は
天
気
も
良
く
な
り
、
見
送

り
の
方
々
に
元
気
よ
く
行
っ
て

来
ま
す
と
手
を
振
っ
て
、
英
人

上
人
様
に
切
火
を
し
て
い
た
だ

い
て
出
発
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に 

          
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
で
す
。
私
は
二
回

目
で
す
が
、
こ
ん
な
に
険
し
か
っ

た
か
な
と
思
い
な
が
ら
、
城
戸

さ
ん
、
円
頓
寺
の
最
高
齢
の
方
、

三
好
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
て
、

四
人
で
楽
し
く
登
っ
て
い
た
ら
、

団
扇
太
鼓
と
お
題
目
が
聞
こ
え

て
き
て
、
英
人
上
人
様
と
西
伊

豆
大
行
寺
の
星
野
上
人
様
が
登

っ
て
こ
ら
れ
、
最
終
的
に
は
六
人 

で
緑
に
包
ま
れ
な
が
ら
登
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
無
我
夢
中

で
登
っ
て
い
た
の
で
富
士
山
の
方

向
も
わ
か
ら
ず
、
お
上
人
様
に

聞
い
た
ら
、
「
す
ぐ
真
横
の
方
に

富
士
山
が
見
え
ま
す
よ
！
」
と

言
わ
れ
、
何
も
気
づ
か
ず
に
登
っ

て
い
た
自
分
達
に
笑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
緑
の
中
に
身
を
置
き
、

素
晴
ら
し
い
富
士
山
を
横
に
見

な
が
ら
、
七
面
山
敬
慎
院
に
向

か
っ
て
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な

が
ら
登
り
、
頂
上
に
近
づ
く
に
つ

れ
、
こ
の
ご
縁
を
頂
い
た
事
を
幸

福
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

英
人
上
人
様
、
星
野
上
人
様
、

仲
間
の
力
を
借
り
て
や
っ
と
七

面
山
に
着
い
た
時
は
も
う
夕
方

で
し
た
。 

 

身
延
山
・
七
面
山
の 

団
参
に
参
加
し
て 

 

七面山山門表登山口にて、登詣檀信徒の
皆様に切火祈祷をされる圓頓寺御住職 

身延山頂思親閣山門前にて、参加者全
員で記念写真 
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御
住
職
が
迎
え
に
来
て
く
だ

さ
っ
て
い
て
、
「
鐘
を
つ
い
て
も
い

い
よ
」と
言
わ
れ
て
最
後
尾
組
四

人
で
一
回
ず
つ
お
題
目
を
唱
え

な
が
ら
鐘
を
つ
か
せ
て
頂
き
、
感

激
で
し
た
。 

七
面
山
の
敬
慎
院
に
着
い
て
、

夜
、
御
開
帳
を
受
け
ま
し
た
が
、

さ
す
が
に
夜
は
冷
え
込
み
ま
し

た
。
朝
は
四
時
前
に
起
き
て
、
出

発
の
準
備
を
し
て
、
御
来
光
を

見
に
行
き
ま
し
た
が
、
灰
色
の

空
と
雲
が
少
し
ず
つ
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
っ
て
い
き
、
雲
と
富
士
山
、

素
晴
ら
し
い
景
観
で
す
。 

         

七
面
山
か
ら
下
る
と
き
は
、

足
が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
何
回
も
滑
っ

た
り
転
ん
だ
り
、
そ
れ
で
も
、
元

気
よ
く
下
り
切
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
、
出
発
時
に
見
送
り
し

て
頂
い
た
霊
蹟
寺
院
参
拝
組
の

方
々
と
笑
顔
で
再
会
で
す
。
角

瀬
で
お
昼
を
頂
い
て
、
海
長
寺

さ
ん
へ
の
参
拝
は
時
間
が
無
く
て
、

バ
タ
バ
タ
で
し
た
。 

清
水
港
か
ら
、
土
肥
港
へ
そ

し
て
西
伊
豆
の
堂
ヶ
島
ホ
テ
ル
へ

温
泉
に
ゆ
っ
く
り
入
ら
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

次
の
日
は
、
七
面
山
に
同
行

し
て
頂
い
た
、
大
行
寺
の
星
野

上
人
様
の
お
寺
に
参
拝
し
た
の 

で
す
が
、
崖
に
張
り
付
く
よ
う

に
建
て
ら
れ
た
お
寺
で
す
が
、

今
ま
で
お
参
り
さ
せ
て
頂
い
た

お
寺
と
は
違
っ
て
、
質
素
で
す
っ

き
り
と
し
て
、
何
と
も
心
が
洗

わ
れ
る
よ
う
な
御
宝
前
で
お
経

を
あ
げ
ら
れ
る
お
上
人
様
の
声 

         

を
聴
い
た
時
に
は
思
わ
ず
涙
が

こ
ぼ
れ
そ
う
で
し
た
。
若
い
の
に

頑
張
っ
て
修
行
さ
れ
て
い
る
の
が

よ
く
判
り
ま
し
た
。
大
行
寺
様

ご
家
族
に
別
れ
を
し
て
土
肥
港

か
ら
清
水
港
、
そ
し
て
静
岡
空

港
か
ら
福
岡
へ
と
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
空
港
に
着
い
た
ら
英

典
上
人
様
、
英
勝
上
人
様
、
英

一
上
人
様
が
出
迎
え
に
来
て
待

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
分
散
し
て
、

自
宅
迄
送
り
届
け
て
頂
い
て
、

申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。 

帰
宅
し
て
、
落
ち
着
い
て
、
団

参
を
振
り
返
っ
た
時
、
私
は
キ
チ

ン
と
お
参
り
が
出
来
た
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
気
持
ち
が
強
く
な

っ
て
、
七
面
山
か
ら
下
り
て
来
た

時
は
、
も
う
来
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
け
ど
、
ぜ
ひ
、

も
う
一
度
行
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

団
参
の
事
で
は
、
御
住
職
を

は
じ
め
、
英
人
上
人
様
、
星
野

上
人
様
、
妙
教
寺
の
お
上
人
様

方
、
小
川
添
乗
員
さ
ん
、
一
緒

に
行
か
れ
た
円
頓
寺
の
方
々
、

妙
教
寺
の
坊
守
様
、
参
加
さ
れ

た
方
々
に
本
当
に
お
世
話
に
な

り
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

団
参
の
案
内
が
来
た
時
、
す

ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
け
ど
、

本
当
に
ご
縁
を
頂
け
る
か
心
配

で
、
妙
教
寺
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

東
公
園
の
日
蓮
銅
像
さ
ん
に
も

お
参
り
に
行
っ
て
ぜ
ひ
ご
縁
を

下
さ
い
と
お
願
い
に
行
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
元
気
に
団

参
に
参
加
出
来
ま
し
た
。
感
謝

七面山登山に同行して頂いた、西伊豆
大行寺御住職星野上人（右端） 

ご来光と富士山を背に記念のスナ
ップ撮影（筆者左側） 



- 15 - 

 

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
又

の
ご
縁
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

      

福
岡
市
博
多
区 

城
戸 

和
代 

         

お
陰
さ
ま
で
無
事
に
我
が
家

へ
帰
り
着
く
こ
と
が
出
来
感
謝

し
て
い
ま
す
。
何
十
年
ぶ
り
の
七

面
山
参
拝
で
す
。
ま
ず
準
備
の

段
階
よ
り
何
を
ど
の
様
に
準
備

す
れ
ば
良
い
か
又
体
力
的
に
大

丈
夫
か
等
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
今
で
は
参
加
で
き
た
こ
と

を
つ
く
づ
く
良
か
っ
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

い
よ
い
よ
七
面
山
に
登
山 

雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
と

私
の
心
の
様
で
し
た
。
し
か
し
頑

張
ろ
う
と
誓
い
一
歩
一
歩
力
強

く
登
り
始
め
た
頃
か
ら
天
気
は

回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
体
力
の

方
は
だ
ん
だ
ん
弱
く
な
り
、
曲

が
り
く
ね
っ
た
坂
道
を
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
少
し
登
っ
て
は
休
み
、

少
し
登
っ
て
は
休
み
の
繰
り
返
し

で
し
た
。
最
後
の
方
は
気
持
ち

と
心
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
り
足

一
歩
登
る
の
に
全
身
全
霊
で
し

た
。
し
か
し
富
士
山
に
見
守
ら

れ
、
小
鳥
さ
ん
の
歌
声
に
励
ま

さ
れ
、
森
林
の
鮮
や
か
な
色
合

い
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
癒
さ
れ
、

木
陰
の
間
か
ら
す
ー
と
吹
く
そ

よ
風
に
生
き
返
さ
せ
ら
れ
、
又

道
中
歌
あ
り
笑
い
あ
り
楽
し
い

良
き
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
ま
た

二
人
の
お
上
人
さ
ん
に
「
も
う

す
ぐ
で
す
よ
ね
」
「
も
う
す
ぐ
で

す
よ
」
何
度
と
な
く
励
ま
さ
れ

見
守
ら
れ
て
七
時
間
か
か
っ
て

登
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

         

七
面
山
の
静
寂
の
中
梵
鐘
を

撞
木
で
打
ち
鳴
ら
し
響
き
渡
る

音
で
心
洗
わ
れ
、
又
見
事
な
富

士
山
の
姿
で
出
迎
え
を
受
け
感

無
量
で
し
た
。
又
翌
朝
御
来
光

を
拝
む
こ
と
が
出
来
、
私
達
は

恵
ま
れ
て
る
こ
と
に
有
り
が
た

く
感
謝
し
ま
し
た
。 

          

厳
し
い
道
の
り
を
自
ら
体
験

し
て
初
め
て
修
行
の
意
味
が
少

し
は
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
お
世

話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

      

 

二
〇
一
四
年
総
本
山
身
延
山
・ 

七
面
山
の
団
参
に
参
加
し
て 

 

5月中旬でも雪が残る七面山敬慎院 

（本堂裏側） 

思親閣参拝後、側の山頂にて 

（筆者中央） 

七面山敬慎院前にて（筆者中央） 
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私
が
研
修
道
場
（研
修
会
）に

入
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
八
年
、

十
七
歳
の
時
で
し
た
。
大
変
厳

し
い
父
に
〝
勘
当
〟
さ
れ
、
い

や
い
や
な
が
ら
の
入
場
で
し
た
。 

    

あ
る
日
、
お
寺
の
お
ば
ち
ゃ

ん(

日
英
法
尼)

と
家
族
の
話
を

し
た
時
、
「
自
分
は
捨
て
ら
れ
た

子
供
や
け
ん
、
ど
う
で
も
い
い
っ

ち
ゃ
ん
…
」
と
父
や
人
生
に
対

し
て
の
不
信
・
不
安
を
話
し
ま
し

た
。
そ
の
時
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は

「あ
な
た
の
お
父
さ
ん
は
立
派
な 

人
よ
ォ
…
。
毎
月
あ
な
た
の
為

に
、
供
養
の
米
と
お
布
施
を
持

っ
て
、
御
前
様
に
あ
な
た
の
事
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
…
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
お
願
い
し
て
あ
る
と
よ
…
。

あ
な
た
の
事
を
一
番
心
配
さ
れ

て
る
の
は
、
お
父
さ
ん
で
す
よ
。
」

そ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
言
葉
を
聞

か
さ
れ
て
、
大
げ
さ
だ
け
ど
、

「生
き
て
い
て
も
い
い
ん
だ
…
。
父

も
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
た
ん

だ
…
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、

自
暴
自
棄
に
な
り
か
け
て
い
た

私
の
心
は
、
そ
の
時
に
救
わ
れ
ま

し
た
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、

そ
の
時
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
言
葉
の

お
か
げ
だ
と
今
で
も
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

          

自
分
や
家
族
・
社
会
に
不
満
、

不
振
、
不
安
を
抱
え
た
多
く
の

若
者
が
犯
罪
や
自
殺
に
至
る
現

在
、
お
寺
で
の
研
修
道
場
は
大

変
重
要
で
す
。 

今
、
社
会
問
題
と
し
て
国(

社

会)

、
学
校
で
若
者
の
心
を
救
う

活
動
が
日
々
行
わ
れ
て
お
り
ま 

                        

順
教
院
日
英
法
尼 

第
参
回
忌
に
あ
た
り
思
う
こ
と 

日
英
法
尼
と 

研
修
道
場 

総
代
・
事
業
担
当
長 

臼
井 

義
光 

當山旧本堂での研修会の初日の様子。お
寺の中では白衣で過ごします。 

（昭和 42～43年頃） 

日英法尼第参回忌法要に参加した
臼井総代（写真中央） 
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す
が
、
複
雑
な
機
構
の
も
と
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
な
成
果
が

表
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。 

私
は
、
お
寺
な
ど
の
場
所
で
、
御

仏
の
下
自
分
の
心
と
向
き
合
い
、

自
分
を
知
り
、
先
祖
や
家
族
に

感
謝
し
、
法
華
経
の
教
え
を
学

び
生
活
を
送
る
こ
と
が
、
こ
の
問 

題
解
決
の
糸
口
の
一
つ
に
な
る 

      

先
月
の
七
月
十
六
日
、
西
筑

組
門
中
会
主
催
海
上
施
餓
鬼

大
法
要
・
お
題
目
の
つ
ど
い
に
私

と
松
尾
上
人
、
檀
信
徒
の
皆
様

十
六
名
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。 

午
前
中
の
宗
像
妙
経
寺
住
職 

高
嵜
泰
道
上
人
導
師
の
も
と
営

ま
れ
た
施
餓
鬼
法
要
に
続
き
、 

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

御
前
様
、
若
上
人
、
坊
守
様

が
亡
く
な
っ
た
今
、
私
達
が
研

修
道
場
を
早
期
に
復
活
さ
せ
、

法
華
経
を
通
じ
て
一
人
で
も
多

く
の
若
者
の
心
を
救
う
事
が
お

寺
の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

             

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
篠

栗
蓮
照
寺
住
職 

竹
内
正
曜
上

人
に
よ
り
ま
す
唱
題
行
、
引
続

い
て
築
上
町
實
成
寺
住
職 

中

村
雅
輝
上
人
に
よ
る
講
演
『
「
生

き
る
と
い
う
こ
と
」- 

地
涌
の
菩

薩 

偉
い
人
間
に
は
な
れ
な
く

と
も
、
善
い
人
間
に
は
な
れ
る
』

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

         

講
演
で
は
、
ま
ず
中
村
上
人

の
生
い
立
ち
や
出
家
す
る
ま
で

の
経
緯
な
ど
を
話
さ
れ
、
そ
れ

か
ら
本
題
に
移
り
ま
し
た
。 

講
演
の
中
で
は
福
島
第
一
原
発

の
前
所
長 
故
・
吉
田
昌
郎
氏

が
講
演
の
中
で
語
っ
た
言
葉
を

取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田
氏
も
法
華
経
の
信
者
で

あ
り
、
日
本
大
震
災
の
影
響
で

爆
発
事
故
が
起
き
た
福
島
第
一

原
発
に
お
い
て
、
事
態
収
拾
の
た

め
に
注
水
な
ど
の
作
業
を
文
字

通
り
命
が
け
で
行
っ
て
く
れ
た

現
場
の
作
業
員
に
対
し
、
「
昔
か

ら
読
ん
で
い
る
法
華
経
の
中
に

地
面
か
ら
菩
薩
が
涌
い
て
く
る
、

地
涌
菩
薩
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
す
さ
ま

じ
い
地
獄
の
中
で
感
じ
た
。
現
場

行
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
も
う
ヘ
ロ
ヘ
ロ

に
な
っ
て
、
寝
て
い
な
い
、
食
事

も
十
分
で
な
い
、
そ
れ
か
ら
体

力
も
も
う
限
界
と
い
う
中
で
、

ま
た
現
場
に
行
こ
う
と
し
て
い

る
連
中
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
の

後
ろ
姿
に
、
感
謝
し
て
手
を
合

わ
せ
て
い
た
。
」
と
感
謝
と
敬
服

の
意
を
述
べ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。 一

般
に
地
涌
の
菩
薩
と
い
え

ば
、
現
在
に
お
い
て
僧
俗
を
問

わ
ず
法
華
経
を
信
仰
す
る
者
の

西
筑
組
主
催 

海
上
施
餓
鬼 

● 

お
題
目
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て 

當
山
修
徒 

髙
野 

英
一 

海上施餓鬼会・お題目のつどいで 

講演された、前全国布教師会会長の
中村上人 

本年の海上施餓鬼会法要の様子 

法要の導師は宗像市妙経寺御住職
髙嵜泰道僧正が勤められました。 
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事
を
指
し
ま
す
が
、
地
涌
の
菩

薩
で
あ
っ
た
吉
田
氏
の
目
か
ら

見
て
、
国
難
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
重
大
事
故
に
立
ち
向
か

う
作
業
員
達
は
そ
れ
に
並
び
う

る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

          

中
村
上
人
は
、
「
現
代
と
同

様
に
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て

い
た
鎌
倉
時
代
に
、
日
蓮
聖
人

は
法
華
経
の
教
え
を
実
践
す
る

リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。 

宗
祖
な
き

現
代
、
我
々
一
人
ひ
と
り
が

「
地
涌
の
菩
薩
」
と
な
っ
て
、
混

乱
し
た
時
代
を
導
い
て
い
く
し
か

な
い
と
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 

「
地
涌
の
菩
薩
」
の
自
覚
が
、
何

よ
り
も
重
要
な
の
だ
。
」
と
い
う

言
葉
で
話
を
締
め
ら
れ
ま
し

た
。 当

日
は
土
砂
降
り
の
大
雨
で

し
た
が
、
行
事
が
全
て
終
わ
る

頃
に
は
雨
が
あ
が
り
、
雲
の
間

か
ら
は
青
空
も
見
え
、
家
路
に

着
く
参
加
者
の
顔
も
、
今
日
の

天
候
と
同
じ
よ
う
に
心
に
か
か

っ
た
暗
雲
が
払
わ
れ
た
よ
う
な
、

す
が
す
が
し
い
お
顔
を
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
話
に
上
が
っ
た
福
島

第
一
原
発
は
未
だ
に
収
束
の
め

ど
が
見
え
ず
、
暗
雲
の
ご
と
く

国
の
将
来
に
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
作
業
現
場
で
働
い
て

い
る
方
の
み
な
ら
ず
。
法
華
経

に
縁
を
頂
い
た
私
達
も
「
地
涌
の

菩
薩
」
の
自
覚
を
も
ち
、
世
の
中

を
導
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。  

 
 

 
 

 
 

 

合 

掌 

                        

                        

 

 

 

 

 

                       
                          

                               ※檀信徒様のお買い上げは、当店に限り 10％引きとさせていただきますので、 
ご気軽にご来店下さいませ。お待ちしております。 

大野城市錦町 4 丁目 1-1 イオン大野城 1 階 

TEL・FAX ０９２－５９２－２１２６ 
 

名菓ひよ子 
イオン大野城店 

地方発送 
承 り ま す 

博多 

ひよ子のたまご 

1個：130円 

（本体 120円） 
 

4個入：648円 

（本体 600円） 
 

6個入：1,188 円 

（本体 1,100円） 

御
進
物
に 

ひ
よ
子
の 

お
菓
子
を 

ど
う
ぞ 

第 43回海上施餓鬼・お題目のつどいに 

参加した、髙野英一上人 
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行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

7月信行会 妙法蓮華経如来 

寿量品第十六（自我偈）の写経
を行いました 

7/20 土用の丑大祈祷会 

頭痛封じ、無病息災を祈念して 

お灸を頂きました 

6月 元寇園教会恒例芋苗植え 

婦人会役員並びに有志の方に
より収穫を願って植えました 

6/15 順教院日英法尼第参回
忌法要 當山干与人妙正寺御
住職田中潮佑僧正導師の下、厳
かに執り行いました 

4/13 釈尊降誕会（花まつり） 

婦人会役員並びに有志の方に
より綺麗な花御堂が出来まし
た 

 

1月元旦 新春初参詣祝祷会 

厳粛な法要の後は、楽しみの甘
酒供養を頂きました 

1/12 新春星祭り大祭・福引き大会  
本年も大勢のお参りがあり、新たな
気持ちで迎えました。住職賞は乙金
地区高原さんに当たりました 

1/19 婦人会主催寒修行 

総代並びに役員他檀信徒合せ約
30名の参加がありました 

2/2 節分追儺会 

本年の除厄・息災延命等、三毒
心をなくして福は内 

5/25 平成 26年檀信徒総会 

本回は総代役員様の任期満了
につき役員改選案に出席者か
ら満場一致で了承されました 
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お

寺

の

行

事 
   

◎
９
月
７
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
９
月
20
～
26
日
（土
～
金
） 

 

・秋
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

 
 

 

早
朝
よ
り 

◎
９
月
28
日
（第
４
日
曜
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・秋
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
10
月
５
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
例
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
10
月
12
日
（第
２
日
曜
） 

 

・宗
祖
お
会
式
桜
花
つ
く
り 

 
 

 

午
前
９
時
よ
り 

◎
10
月
19
日
（第
３
日
曜
） 

 

・宗
祖
日
蓮
大
聖
人
お
会
式 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

  

   

◎
11
月
２
日
（第
１
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

◎
11
月
23
日
（第
４
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

 

◎
12
月
７
日
（第
１
日
曜
） 

 
・月
祈
祷
祭 

 

午
前
10
時
よ
り 

 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

 
 

 

午
後
よ
り 

◎
12
月
14
日
（第
２
日
曜
） 

 

・年
末
煤
払
い
大
掃
除 

 
 

 

午
前
９
時
よ
り 

◎
12
月
21
日
（第
３
日
曜
） 

 

・年
末
総
供
養
施
餓
鬼
会 

午
後
１
時
よ
り 

◎
12
月
27
日
（第
４
土
曜
） 

 

・正
月
お
供
え
の
為
の
餅
つ
き 

 
 

 

午
前
８
時
よ
り 

◎
12
月
28
～
30
日
（
日
～
火
） 

 

・正
月
飾
付
け
準
備 

  

◎
１
月
１
日
（木
） 

 

・初
参
詣
祝
禱
会 

 
 

 

午
前
１
時
よ
り 

◎
１
月
１
日
～
３
日
（木
～
土
） 

 

・新
春
三
ヶ
日
一
部
経
読
誦
会 

 
 

 

午
前
８
時
よ
り 

◎
１
月
12
日
（成
人
の
日
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・年
頭
施
餓
鬼
供
養
会 

 

・開
運
星
祭
り 

 

・新
春
福
引
き
大
会 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

◎
１
月
18
日
（第
３
日
曜
） 

 

・寒
修
行
会
（婦
人
会
主
催
） 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

         

          

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

 
 

 
・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

 
 

 

・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 

行
事
予
定
日
・
時
間
は
、 

変
更
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
発
送 

し
ま
す
案
内
で
ご
確
認
下
さ

い
。 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 
 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、當山ホームページにてご確認下さい。お寺又は 
護持会事務局まで、お問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 


